
.

ｽﾀｰﾄ 選手名 選手名 選手名 選手名 ｽﾀｰﾄ 選手名 選手名 選手名 選手名
時間 所属 所属 所属 所属 時間 所属 所属 所属 所属

ｷﾀﾊﾞﾀｹ　ｸﾐ ｶｶﾞﾜ　ｱﾕﾐ ｵｶﾍﾞ　ﾐｷ ｼﾐｽﾞ　ﾄｼｴ ｼｮｳ　ｷﾖﾐ ﾐﾔﾅｶﾞ　ｻﾂｷ ｺｳﾂﾞｶ　ﾕｷ ﾑﾗｾ　ｱｷ

北畠 久美 香川 あゆみ 岡部 美紀 清水 聡枝 庄 きよ美 宮永 さつき 幸塚 由紀 村瀬 亜貴
岡山空港 大阪ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳｼﾞｬﾊﾟﾝ 北神戸 よみうりｺﾞﾙﾌ 大阪ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 北神戸 ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳｼﾞｬﾊﾟﾝ

ﾏﾂﾓﾄ　ﾂｷﾖ ｵｵｳﾁ　ｱﾔ ﾌｼﾞﾓﾄ　ﾋｶﾘ ﾆｼﾓﾄ　ﾔｽﾖ ﾌｼﾞﾜﾗ　ﾚｲｺ ｶﾅﾔﾏ　ﾐｱ ｷﾘﾔﾏ　ﾉﾌﾞｺ ﾀﾅｶ　ﾜｶｺ

松本 月世 大内 綾 富士元ひかり 西本 恭世 藤原 令子 金山 未亜 桐山 のぶ子 田中 若子
京都大原 ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳｼﾞｬﾊﾟﾝ 北神戸 よみうりｺﾞﾙﾌ 北神戸 ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳｼﾞｬﾊﾟﾝ 大阪ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 京都大原

ｵｶｻﾞｷ　ﾐｻｺ ﾅｶﾉ　ﾐﾎｺ ﾉﾏ　ｷｮｳｺ ｱｼｶﾜ　ｴﾘｺ ｵｵｴ　ｻﾂｷ ﾅｶﾞﾉ　ﾖｳｺ ﾔﾏﾓﾄ　ﾁﾊﾙ ﾀｲﾗ　ﾃﾙｺ

岡崎 美佐子 中野 美穂子 野間 京子 足川 絵里子 大江 さつき 長野 容子 山本 千春 平 晃子
西日本ｼｰﾄﾞ よみうりｺﾞﾙﾌ 京阪 米子 西日本ｼｰﾄﾞ 花回廊 ｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰｸ 大阪ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ

ｵｵﾀﾆ　ﾊﾙﾐ ﾓﾘ　ﾐｶｺ ﾅｲﾄｳ　ｶｽﾞﾖ ﾖｼﾀﾞ　ﾊﾙﾐ ｳｴﾑﾗ　ﾕｷｴ ﾑﾗﾔﾏ　ﾙﾐ ﾀﾅｶ　ｲﾁｺ ﾐﾔﾓﾄ　ﾕｷ

大谷 春美 森 美加子 内藤 和代 吉田 春美 上村 優貴恵 村山 ルミ 田中 維知子 宮本 由記
西日本ｼｰﾄﾞ 岡山空港 花回廊 京阪 西日本ｼｰﾄﾞ 京都大原 大阪ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳｼﾞｬﾊﾟﾝ

7:34 7:34

ﾔﾏﾑﾗ　ﾖｳｺ ｳｴﾅｶ　ｱﾕﾐ ｶｼﾞﾀ　ﾕﾐｺ ﾀﾅﾍﾞ　ﾕﾐｺ ｽｷﾞﾓﾄ　ﾏﾕﾐ ﾉﾅｶ　ｱﾔ ﾔﾅｷﾞﾊﾗ　ﾋﾛﾐ ﾓﾘﾀﾏ　ﾐｷ

山村 陽子 上仲 あゆみ 梶田 由美子 田辺 由美子 杉本 真由美 野中 あや 柳原 弘美 森玉 美紀
西日本ｼｰﾄﾞ 京都大原 米子 よみうりｺﾞﾙﾌ 岡山空港 大阪ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳｼﾞｬﾊﾟﾝ ｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰｸ

ｱﾍﾞ　ﾖｼｴ ｻｴｷ　ｱｹﾐ ﾔﾏｼﾀ　ﾕｳｺ ﾋﾛｾ　ﾒｸﾞﾐ ｴｸﾞｻ　ﾐｶ ﾂﾙﾄﾞﾒ　ﾘｴｺ ﾀｹｳﾁ　ﾋﾄﾐ ﾀｷﾀ　ｶｽﾞﾖ

阿部 善江 佐伯 明美 山下 裕子 廣瀬 恵 江種 美香 鶴留 里栄子 竹内 仁美 田北 和代
岡山空港 高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 北神戸 ｺｰﾄ･ﾍﾞｰﾙ徳島 岡山空港 ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳｼﾞｬﾊﾟﾝ 北神戸 京都大原

ﾌｼﾞ　ｷﾐﾖ ﾖｼｵｶ　ｶﾖｺ ﾖｼｲ　ﾉﾘｺ ｲﾜｼﾛ　ｻﾁｺ ｵﾀﾞ　ﾋﾛｼ ﾊｼﾓﾄ　ｺｳｼﾞ ｵｶﾓﾄ　ﾏｻﾋｺ

藤 喜美代 吉岡 佳与子 吉井 典子 岩城 幸子 小田 裕司 橋本 弘二 岡本 正彦
米子 北神戸 よみうりｺﾞﾙﾌ 岡山空港 ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 北神戸 岡山空港

8:02 8:02

ﾀｶｲ　ｴﾂｵ ｻﾄｳ　ﾄﾓﾋﾛ ｵｵﾓﾘ　ﾊﾙﾋｺ ﾅｶﾞﾄﾐ　ｺｳｼｭ ﾔﾏﾑﾗ　ﾐﾉﾙ ｺﾊﾞ　ｽｴｵ ﾄﾐﾅｶﾞ　ﾀﾂﾉﾌﾞ ﾖｼｲ　ﾖｼｵ

高井 悦雄 佐藤 友弘 大森 治彦 長富 公守 山村 実 木場 末男 富永 龍信 吉井 義雄
北神戸 ｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰｸ 岡山空港 よみうりｺﾞﾙﾌ 京都大原 北神戸 ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ

ﾀﾆ　ﾏｻｶﾂ ﾆｼﾔﾏ　ﾀｶﾖｼ ﾂﾈﾐﾈ　ﾏｻﾖｼ ﾉｸﾞﾁ　ﾄｼｶｽﾞ ﾀｶﾋﾛ　ｼｹﾞﾙ ｳｴ　ｼｭｳｼﾞ ﾅｶｷﾀ　ﾐﾂﾉﾘ ｳｴﾔﾏ　ﾀﾀﾞﾋｺ

谷 正勝 西山 高義 常峰 正義 野口 敏一 高宏 茂 植 修治 中北 光則 植山 忠彦
大阪ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 岡山空港 北神戸 ｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰｸ ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 北神戸 大阪ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ

ﾏﾂｲ　ｶｵﾙ ﾐｽﾞﾉ　ｼﾝｲﾁ ｶﾄｳ　ﾏｻﾙ ﾔﾏﾓﾄ　ｾｲｼﾞ ﾄﾓﾂｸﾞ　ﾉﾘｵ ｻｸﾗｲ　ﾏｻﾙ ｼﾏｻｷ　ｶﾂﾉﾘ ｷｼﾞｵ　ｾｲｼﾞ

松井 薫 水野 進一 加藤 優 山本 誠二 友次 則夫 櫻井 賢 嶋崎 克範 雉尾 誠治
京阪 よみうりｺﾞﾙﾌ 奥津 ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 岡山空港 京都大原 大阪ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ

ｵｶ　ﾄｳﾀﾛｳ ｸｻｲ　ｼｹﾞﾉﾘ ﾀﾞﾀｲ　ﾄﾖﾜｶ ﾀｹﾊﾞﾔｼ　ﾀｶﾖｼ ﾐﾅﾐﾃﾞ　ﾏｻﾐ ﾅｶｶﾞﾜ　ｽﾐｵ ﾔﾏﾀﾞ　ｻﾄｼ ﾀﾑﾗ　ｹｲｼﾞ

岡 藤太郎 草井 重徳 駄田井 豊若 武林 孝芳 南出 正美 中川 澄夫 山田 諭 田村 啓二
ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳｼﾞｬﾊﾟﾝ 花回廊 ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳｼﾞｬﾊﾟﾝ よみうりｺﾞﾙﾌ ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ

8:37 8:37

ｻﾜﾀﾞ　ｸﾆｵ ｲｼｲ　ｼｹﾞﾉﾘ ﾀﾌﾞﾁ　ﾖｼﾕｷ ﾌｸｼﾏ　ﾋｻﾄｼﾞ ﾅｶｼﾞﾏ　ﾖｼｵ ｸﾎﾞﾀ　ﾀｶｼ ｷﾀﾑﾗ　ｼｮｳﾀﾛｳ ﾓﾘ　ﾊﾝｼﾞ

澤田 邦夫 石井 茂則 田淵 祥之 福島 志登治 中島 吉夫 久保田 剛司 北村 彰太良 森 判治
ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳｼﾞｬﾊﾟﾝ 岡山空港 水島 京都大原 ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 岡山空港 京都大原

ｲﾄﾞ　ｼｹﾞｱｷ ﾀﾆ　ｱｷﾗ ﾂｶﾏｴ　ﾖｼﾋﾛ ﾀﾏｶﾞﾜ　ﾐﾉﾙ ﾅｲﾄｳ　ﾉﾌﾞﾋﾄ ﾓﾘｼﾀ　ｽｽﾑ ﾋｶﾞｼﾅｶ　ｾｲｼ ｴﾆｼ　ﾋﾛﾌﾐ

井戸 繁明 谷 晃 塚前 義廣 玉川 実 内藤 宣人 森下 進 東中 誠志 江西 博文
花回廊 奥津 ｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰｸ 北神戸 京都大原 大阪ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 北神戸 高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ

ｺﾃﾗ　ｹﾝｽｹ ｳﾁﾉ　ﾀｶﾉﾘ ｺｳﾔﾏ　ﾖｼﾀｶ ﾜｹｼﾞﾏ　ﾖｼｵ ｵｸﾑﾗ　ﾖｼﾂｸﾞ ﾋﾗﾏﾂ　ﾋﾄｼ ﾖｼﾀﾞ　ｶｽﾞﾄｼ ﾒｲｶﾘ　ﾏｻﾋﾛ

小寺 研介 内野 隆徳 香山 義隆 分嶋 義夫 奥村 善嗣 平松 均 吉田 一敏 銘苅 雅広
よみうりｺﾞﾙﾌ ｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰｸ 姫路ｼｰｻｲﾄﾞ 岡山空港 京阪 岡山空港 ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳｼﾞｬﾊﾟﾝ

ｷｼｶﾞﾐ　ﾉﾘｵ ﾄﾐﾅｶﾞ　ｷﾖﾐﾂ ﾀﾅｶ　ﾄﾐｵ ｲｼｶﾜ　ﾔｽﾋｺ ｼﾗｲｼ　ﾋﾛﾏｻ ﾅｶﾞｲ　ｹﾝｲﾁ ﾔﾏﾀﾞ　ｺｳｼﾞ ﾀｶｲ　ｱｷﾋｺ

岸上 憲男 富永 清充 田中 富雄 石川 靖彦 白石 博将 永井 健一 山田 浩二 高井 昭彦
北神戸 ｺｰﾄ･ﾍﾞｰﾙ徳島 よみうりｺﾞﾙﾌ ｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰｸ 岡山空港 ｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰｸ 大阪ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 北神戸

9:12 9:12

ﾏｽﾓﾄ　ｷﾐｵ ｵｶｼﾀ　ﾋﾛﾕｷ ﾏﾂﾓﾄ　ｹﾝｲﾁ ｵｵﾀ　ﾀｸｲﾁ ｿﾉﾊﾗ　ｻｶｴ ｲﾏﾑﾗ　ﾐﾁﾋﾛ ﾄﾘｲ　ｻﾄﾙ

増元 公男 岡下 宏行 松本 健一 大田 卓一 園原 栄 今村 道弘 鳥居 覚
西日本ｼｰﾄﾞ 北神戸 水島 西日本ｼｰﾄﾞ 大阪ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳｼﾞｬﾊﾟﾝ 湯村

ﾅｶｶﾞﾜ　ﾕｳｲﾁ ｽｷﾞﾔﾏ　ﾓﾄﾉﾌﾞ ﾀﾆｸﾞﾁ　ｸﾆｵ ﾏｽﾀﾞ　ﾀﾀﾞｼ ﾏﾂｼﾏ　ﾋﾄｼ ｵｷ　ｶｽﾞﾄ ｶﾅﾀﾆ　ｶｽﾞｵｷ ﾀﾅﾂｸﾞ　ﾖｼﾋｺ

中川 裕一 杉山 元伸 谷口 邦雄 増田 忠司 松島 一十四 沖 和人 金谷 一興 棚次 芳彦
西日本ｼｰﾄﾞ 京阪 花回廊 高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 西日本ｼｰﾄﾞ 姫路ｼｰｻｲﾄﾞ 大阪ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ

ｵﾝｼﾞ　ﾄｼｷ ﾅｶﾆｼ　ﾋﾃﾞｷ ﾑﾗﾓﾄ　ﾜﾀﾙ ｲﾜｻｷ　ﾃﾂﾖ ｿﾜ　ｼｮｳｼﾞ ｺｼﾞﾏ　ﾔｽﾋﾛ ﾏｽﾀﾆ　ｺｳｻﾞﾌﾞﾛｳ ﾊｾｶﾞﾜ　ﾖｼﾉﾌﾞ

隠地 俊樹 中西 秀樹 村本 亘 岩崎 哲世 曽和 章治 小島 康弘 増谷 光三郎 長谷川 清延
西日本ｼｰﾄﾞ ｺｰﾄ･ﾍﾞｰﾙ徳島 奥津 ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ ｺｰﾄ･ﾍﾞｰﾙ徳島 京都大原 高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ ｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰｸ

ﾓﾘﾔｽ　ﾏｺﾄ ﾌｼﾞﾏﾙ　ﾐﾉﾙ ｲｲｵ　ﾉﾘｵ ﾋｬｸﾀｹ　ｶｽﾞﾔ ｶﾉﾏﾀ　ﾖｼﾊﾙ ｵﾉ　ﾀｶﾋﾛ ｲﾉｳｴ　ｶｵﾙ ﾅﾝｼﾞｮｳ　ﾉﾘｶｽﾞ

森安 誠 藤丸 稔 飯尾 則雄 百武 和也 鹿俣 義春 小野 貴大 井上 薫 南條 式数
岡山空港 姫路ｼｰｻｲﾄﾞ 京阪 京都大原 京都大原 よみうりｺﾞﾙﾌ ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ

9:47 9:47

ﾀﾌﾞﾁ　ｿｳｺﾞ ﾌｼﾞﾀ　ﾏｻﾄｼ ｲﾁｲ　ｻﾄﾙ ﾖｼﾀﾆ　ﾋﾛﾕｷ ﾏﾙｼﾞ　ﾀｶﾋｺ ﾔﾏﾓﾄ　ﾃﾙｱｷ ﾀﾅﾂｸﾞ　ﾀｶﾖｼ

田淵 宗吾 藤田 正敏 市居 智 吉谷 博之 丸次 孝彦 山本 照明 棚次 高由
湯村 よみうりｺﾞﾙﾌ 京阪 ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳｼﾞｬﾊﾟﾝ ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ

ｶﾀﾔ　ｽﾐｵ ﾀｸﾞﾁ　ﾋｻｵ ﾑﾈﾄｳ　ﾀﾀﾞｼ ｱﾍﾞ　ﾄﾐｵ ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾋﾃﾞｷ ｵｵﾆｼ　ｹｲｿﾞｳ ﾅｶｼﾏ　ﾋﾛｼ ﾏﾂｲ　ﾕｷｵ

片矢 寿美男 田口 久雄 宗藤 忠 阿部 富男 渡辺 英毅 大西 慶藏 中嶋 浩 松井 幸男
ｺｰﾄ･ﾍﾞｰﾙ徳島 奥津 水島 大阪ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 大阪ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳｼﾞｬﾊﾟﾝ

ﾖｼﾀﾞ　ﾀｶﾕｷ ﾀｶﾊｼ　ｺｳｷ ｶﾐﾆｼ　ｹﾝｼﾞ ﾔﾏﾓﾄ　ｸﾆｼﾞ ﾏｴﾀﾞ　ｱｻｼﾞ ﾋｷｱﾐ　ｻﾄｼ ｺﾊﾞﾔｼ　ﾋﾃﾞｷ

吉田 孝行 高橋 幸喜 上西 憲二 山本 国治 前田 朝治 引網 佐登司 小林 英喜
ﾍﾞｱｽﾞﾊﾟｳｼﾞｬﾊﾟﾝ 北神戸 高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ ｺｰﾄ･ﾍﾞｰﾙ徳島 ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ ｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰｸ 北神戸

ｸﾞｶﾜ　ﾏｻﾉﾌﾞ ﾏﾂﾀﾞ　ﾀｶｼ ｲﾘｴ　ﾋﾛｼ ﾐﾔﾜｷ　ﾏｻﾉﾘ ﾅｶﾆｼ　ﾏｻﾐ ｲﾘﾀﾆ　ﾖｼｵ ﾌｼﾞｼﾏ　ｶｽﾞﾋﾛ ﾐﾔｻﾞﾜ　ﾕｷｵ

愚川 昌信 松田 孝司 入江 宏 宮脇 正典 中西 政己 入谷 祥王 藤島 一廣 宮澤 幸男
京都大原 大阪ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 北神戸 高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 北神戸 高松ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ 岡山空港

参加人数：180人
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１日目ペアリング（9/18更新）



女子シニア・ミッドシニア選手権西日本地区決勝 

 

補欠対象選手各位 

 

１日目のウェイティング受付方法（整理券配布）について 

 

≪実施条件≫ 

１日目の組合せに空きが生じた場合、出場選手の補充を行う。 

 

≪対象選手≫ 

全 日 本：PGS ホームページ掲載の各地区決勝成績「補欠」選手 

地区決勝：PGS ホームページ掲載の各地区予選成績「補欠」選手 

※当日抽選によりウェイティング順位を決定するため、補欠順位は適用されない。 

 

≪受付方法とウェイティング順位決定方法≫ 

・競技１日目第１組スタート時刻の１時間前にクラブハウスフロント横 ウェイティング受

付にて受付をし、整理券を配布する。 

・受付完了後、整理券の番号順に抽選を行い、ウェイティング順位を決定する。 

・抽選終了後の新たなウェイティング出場希望者の受付順位は抽選順位最下位の次の順位

とする。 

※ウェイティング順位の決定は先着順ではないため、前日や深夜からハウス周辺やコース

周辺での待機は近隣への迷惑にもなるため止めること。 

※ウェイティング順位確定後は、必ず連絡が取れるようにすること。委員会が連絡不能と

判断した場合は、次点者に出場権利を回す。但し、その後、連絡が取れ出場意思が確認

できた場合は、その時点の受付最終順位にて再度待機できる。 

※空きが出た組に入るため、選手の希望スタート時刻等は受け付けない。 

 

≪繰上げにより出場可能となった選手のスタート時刻≫ 

空きが出ているスタート時刻のおおよそ 15 分前までに決定する。 

※スタートが何らかの理由（例：天候、進行状況、レフェリーによる裁定が必要）で遅れ

ている場合、基準となるスタート時刻は委員会の判断とし、組合せ表のスタート時刻と

異なる場合がある。 

 

競技委員会 



 

2024年度 

全日本ミッドシニアアマチュアゴルファーズ選手権 

西日本地区決勝大会 

 

 
競技開催要項 

 
 

開催日      2024 年 9 月 19 日（木）・20 日（金） 

 

 

開催場所     岡山空港ゴルフコース    

〒701-1141 岡山県岡山市北区菅野 3397-29 

TEL 086-294-4477  FAX 086-294-5545 

 

主 催     公益社団法人日本パブリックゴルフ協会 

 

後 催     公益社団法人日本ゴルフ協会、関西・中国・四国・九州各ゴルフ連盟、 

     公益社団法人全日本ゴルフ練習場連盟、一般社団法人日本ゴルフ用品協会、 

スポーツニッポン新聞社、サンケイスポーツ、報知新聞社、日刊スポーツ新聞社、 

デイリースポーツ 

 

プレーの条件  36 ホール・ストロークプレー 

        第 1 ラウンド ： 9 月 19 日(木) 18 ホールストロークプレー 

        第 2 ラウンド ： 9 月 20 日(金) 18 ホールストロークプレー 

 

 

使用ティー    PGS マーク  緑マーク 

 

 

◆競技参加料  地区決勝参加料 4,400 円（税込）は大会初日に岡山空港ゴルフコースにて、 

プレー代と一緒に徴収します。但し、地区決勝シード選手は除く。 

 

 

◆表 彰    第１位       PGS 杯・プレー券 

        第２位～第３位   楯・プレー券 

        上位３名の選手は写真撮影を行いますので、表彰式にご出席ください。 

        第４位～第１０位  プレー券 

 

 

距離表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Hole No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 OUT

Yards 481 400 144 364 376 152 488 353 331 3,089

Par 5 4 3 4 4 3 5 4 4 36

10 11 12 13 14 15 16 17 18 IN Total

502 346 149 354 521 380 379 203 376 3,210 6,299

5 4 3 4 5 4 4 3 4 36 72



 

本競技は日本ゴルフ協会発行のゴルフ規則と、以下のローカルルール、競技の条件を適用する。 

本書に記載のない事項や追加変更がある場合は、競技規定やプレーヤーへの通知文書または競技会場での掲示物

に記載されるので必ず確認すること。ゴルフ規則によって別に定められている場合や、本書に罰が記載されている場合

を除き、以下のローカルルールと競技の条件の違反の罰は、「一般の罰（2罰打）」とする。 

 

ローカルルール 
 

１．  アウトオブバウンズ（規則 18.2） 

アウトオブバウンズは白杭のコース側を地表レベルで結んだ線によって定められる。 
※現にプレーするホールにおいて、球が白杭を結んだ線を越えて、他のホールのインバウンズに止まっていて
も、その球はアウトオブバウンズとする。 

２． ペナルティーエリア(規則 17)  

レッドペナルティーエリアは赤杭又は赤線によって定められる。線と杭が併用されている場合は、線はペ

ナルティーエリアの縁を定め、杭はペナルティーエリアの場所を示す。 

３． 異常なコース状態（動かせない障害物を含む）（規則 16） 

   （ａ）修理地 

(1)青杭または、白線で囲まれた区域。 

（ｂ）動かせない障害物 

(1) 保護マット、舗装道路、散水栓、樹木の支柱及び防護ネット、ＩＰフラッグのカップ、及び階段、ヤ

ード杭、集水口金網、及びその他人工の構築物 

(2) 人工の表面を持つ道路に接した人工の排水溝は、その道路の一部とみなす。 

（ｃ）地面にくい込んだ球 

(1) 規則 16.3は次のように修正される：バンカーの上方の積み芝の面にくい込んだ球について罰なしの

救済は認められない。 
４． 特定用具とクラブ及び球の規格 

ａ）パターを除き 46 インチを超える長さのクラブの使用を禁止する。日本ゴルフ協会発行のオフィシャルガイド

「ローカルルールひな型Ｇ-１０」を適用する。 

ｂ）使用する球は、同ガイド「ローカルルールひな型Ｇ-３適合球リスト」を適用する。 

ａ）、ｂ）、に違反してストロークを行ったことに対する罰：失格 

ｃ）地面を深く貫くようデザインされた 1 つあるいは複数の鋲（メタル製、プラスチック製、その他の材質を含

め）を有するスパイクを持つシューズを履いてはならない。 

５． 恒久的な高架の送電線 

3 番、4 番ホールにおいてプレーヤーの球が送電線に当たった場合は、そのストロークはカウントしない。その

プレーヤーは規則 14.6 に従って直前のストロークを行った場所から罰なしに球をプレーしなければならない。 

６． プレーの中断（規則 5.7） 

カートナビによる案内及び、次のサイレンの合図がプレーの中断と再開に使われる。 

   険悪な気象状況による即時中断：1 回の長いサイレンを鳴らして通報する。 

   プレーの再開        ：2 回の連続する短いサイレンを鳴らして通報する。 

（注）中断がかかった場合、すべてのプレーヤーはすぐにプレーを中断しなければならず、再開の合図があるま

ではストロークを行ってはならない。プレーヤーがすぐにプレーを中断しなかった場合、罰を免除する正

当な事情がなければ、そのプレーヤーは競技失格となる。 

７． 練習 

2 つのホールのプレーの間、プレーヤーは終了したばかりのパッティンググリーンやその近くで練習をしてはな

らない。また終了したばかりのパッティンググリーンの表面を擦ったり、球を転がすことでパッティンググリー

ン面をテストしてはならない。9 ホールを終了して待ち時間のある場合は、指定された練習グリーンにおいてパ

ッティングの練習をすることができる。 

８． 移動 

本競技は、セルフプレーとし、正規のラウンド中のプレーヤー及び用具の移動は、全組ともプレーヤーが 1 台の

乗用カートを共用して行うものとする。 

９． キャディー 

プレーヤーのキャディー使用は禁止とする。このローカルルールの違反の罰：プレーヤーはキャディーに

支援してもらったその各ホールに対して一般の罰を受ける。違反がホールの間で起きたり、ホールとホー

ルの間まで続く場合、プレーヤーは次のホールで一般の罰を受ける。 

 



 

競技の条件 
 

１．  参加資格 

プレーヤーは「競技規定」で定められている参加資格を満たしていなければならない。 

２．  競技委員会の裁定 

競技委員会は競技の条件を修正する権限を有しすべての事柄についてこの委員会の裁定は最終である。 

３．  スコアカードの提出 

   プレーヤーのスコアカードは、プレーヤーの両足が所定のスコアリングエリアから出た時点で委員会に提出され 

たことになる。スコアカードを提出する前にスコアリングエリアを離れる必要のあるプレーヤーはスコアリン

グオフィシャルにその意思を告げなければならず、そしてすぐに戻らなければならない。 

４．  タイの決定 

   正規のラウンドを終わり１位がタイの場合は、即日委員会の指定するホールにおいてホールバイホールのプレー

オフを行い、優勝者を決定する。なお、３名以上でプレーオフが行われる場合、優勝者以外の競技者は２位タイ

とする。また、悪天候、日没等により当日プレーオフができない場合、またはプレーオフにて決定しない場合は

最終ラウンドのスコアを比較し、スコアの良いプレーヤーを優勝とする。それでも決定しない場合は、次の順で

決定する。最終ラウンドのマッチングスコアカード方式→委員会によるくじ引き。 

入賞者に対する記念品の贈呈及び他団体競技・当協会競技へのシード権付与に関しては、最終ラウンドのスコ 

アを比較し成績の良いプレーヤーに資格を付与する。それでも順位が決定しない場合は次の順で決定する。最終 

ラウンドのマッチングスコアカード方式→委員会によるくじ引き。 

５．  通過者 

地区決勝通過者に辞退者が生じた場合、全日本５日前の 13:00 まで出場選手の繰り上げを行う。また、ウェイテ

ィング制度を導入し、全日本１日目の組み合わせに空きが生じた場合、出場選手の補充を行う。なお、詳細は地

区決勝会場にて確認すること。 

６．  競技終了時点 

本選手権競技は、競技委員長の成績発表がなされた時点をもって終了したものとみなす。 

７．  競技の短縮 

   委員会は、コースの状況により適正なるプレーが不可能と判断した時、定めてあるラウンド数を短縮することが

できる。 

８．  行動規範 

プレーヤーはゴルフ規則 1.2a に記されている通り行動しなければならない。 

・誠実に行動すること。 

・他の人に配慮を示すこと――例えば、速やかなペースでプレーする、他の人の安全に気を配る、他のプレーヤ

ーの気を散らさない。プレーヤーのプレーした球が誰かに当たる危険があるかもしれない場合、プレーヤーは

すぐに注意喚起(「フォアー」のような伝統的な警告など)をするべきである。 

   ・コースをしっかりと保護すること――例えば、ディボットを元に戻す、バンカーをならす、ボールマークを修

理する、不必要にコースを傷つけない。 

   【行動規範の違反の罰】 

   ・行動規範の最初の違反――警告あるいは委員会の裁定。 

   ・２回目の違反――１罰打。 

   ・３回目の違反―― 一般の罰。 

   ・４回目の違反や重大な非行――失格。 

   【懲戒的な制裁】 

競技委員会には、行動規範に違反したプレーヤーに、今後のＰＧＳ競技への参加を一定期間認めない等の

懲戒的な制裁をする権限がある。失格を伴う行動規範の違反や重大な非行をしたプレーヤーに懲戒的な制

裁をする場合、競技委員会は書面によりそのプレーヤーに通知する。プレーヤーはその書面の日付から 30

日以内でその違反に対する答弁を書面で提出することができる。競技委員会は提出された文書、競技委員

関係者等からすべての情報を勘案して制裁を決定する。 

 

注意事項 
 

１．本書に記載のない事項や追加・変更がある場合は、競技会場での掲示板への掲示またはスタート時に説明する。 

２．競技委員会は、競技中を含めいつでも出場にふさわしくないと判断したプレーヤーの参加資格を取り消すことが

できる。  

３．競技委員会はすべての競技関係者、ギャラリーへ暴言等を含めエチケットの重大な違反があったプレーヤーを 

競技失格とすることができる。 

４． 組み合わせスタート時間は別紙の通りとする。欠席者があった場合は、組み合わせ及びスタート時間を変更する



場合がある。欠席する場合は必ず岡山空港ゴルフコース（TEL：086－294－4477）に連絡すること。 

 

５．  プレーの進行に留意し、先行組との間隔を不当にあけないよう注意のこと。  

（トラブルがあって遅れた場合はその組全員でその遅れを取り戻すよう努力をする義務があります。） 

６． 正規のラウンド中、ギャラリー等との接触においてアドバイスとみなされる行為があった場合は、ペナルティー

を課すので注意すること。 

７． コース内での携帯電話の通話は緊急時（カートの故障・ケガ等）以外禁止する。コース内では必ず電源をＯＦＦ

にすること。※重大なエチケット違反と判断される場合は、競技失格となることがある。 

８． 受動喫煙を防止するため、健康増進法に基づいた対応につき所定の場所以外は禁煙とする。 

※所定の場所とは灰皿が置いてある場所を示す。 

９． 溝とパンチマークの規格 

   本競技は 2010 年 1 月 1 日施行の『溝とパンチマークの規格に適合するクラブの使用を求める競技の条件』を適 

用しません。※但し、本競技に付与されたＪＧＡ等他団体主催競技のシード権を行使する場合、本項目の条件が 

適用される場合があります。詳細は主催団体に各自ご確認ください。 

10.   キャディバックの預かりに関しては、宅配を除いて原則お断りさせていただきます。 

 

 

個人情報保護関連事項 

   参加希望者は、参加申し込みに際し本競技により、日本パブリックゴルフ協会が取得する参加申込者の個人情

報を次の目的の範囲内で他に提供（公表）することについて、あらかじめ同意したものとみなします。 

（１） 本競技の参加資格の審査。 

（２） 本競技の開催及び運営に関する業務。これには①参加者に対する競技関係書類（組合わせ等）の発送掲

載、②本競技の開催に際し、本競技関係者（報道関係者含む）に対する参加者の Glid NO、氏名、生年

月日、ハンディキャップインデックス、所属（倶楽部名、学生の場合は学校名及び学年）その他選手情

報ならびに本競技の競技結果の公表を含む。 

（３） この申込書による参加者の個人情報と、本競技における競技結果の記録の保存、並びに本競技終了後に

おいて必要に応じ、そのうち上記（２）②記載の公表事項の適宜の方法による公表。 

（４） ＰＧＳニュース、翌年の競技参加案内・他団体の競技案内やダイレクトメール等の印刷物及びメールマ

ガジン（希望者）の送付。 

肖像権に関する同意内容 

   競技参加者は、参加申し込みに際し、主催競技（競技会場における競技に伴う前後の行事等を含む）に関して、

その中継・再映・報道・広報のため、あるいは日本パブリックゴルフ協会の目的に反しない範囲で利用するた

めに写真・テレビ・その他の各種記録媒体による収録物・複製物あるいは編集物（適正範囲の編集に限る）に

かかる競技参加者の肖像権（収録物等にかかる競技参加者の氏名・肖像を展示・通信・放送・上映により一般

に公開し、あるいは貸与し、頒布するなどしてほかに提供する権利）を日本パブリックゴルフ協会に譲渡する

ことを、あらかじめ承諾されたものとさせていただきます。 

 

＜付 記＞ 
 

１． 地区決勝の通過者は、ミッドシニア３２名（シードを除く）とする。通過者は１０月９日（水）、１０日（木）

にセブンハンドレッドクラブ（栃木県さくら市）において開催される本年度の全日本出場権を得る。 

２． 地区決勝通過者は自動エントリーとなり手続きは不要です。但し、全日本を辞退される選手は地区決勝会場にて

「欠場届」に署名すること。 

 

≪日本パブリックゴルフ協会主催競技への出場資格≫ 

・ミッドシニア西日本地区決勝競技の成績上位者には次の競技の参加資格が与えられます。 

１） 第１位 ： 翌年度から５年間本競技の地区決勝へのシード権（予選に出場した場合を除く） 

２） 第２～５位（タイなし） ： 翌年度本競技の地区決勝（予選に出場した場合を除く） 

 ≪他団体競技への出場資格≫ 

・ミッドシニア西日本地区決勝競技の成績上位者には次の競技の参加資格が与えられます。 

 １）第１位  翌年度四国ミッドシニアゴルフ選手権（四国地区在住者） 

   

 

 

 

競技委員長 樋口 光平  


	2024女子シニアミッドシニア組合せ0918
	ウェイティング受付方法変更案内（選手向け）HP用（西）
	ミッドシニア西日本決勝競技要綱（岡山空港）

